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要　旨
　本研究は，初産婦の産後１か月における母親役割満足感に関連する要因を明らかにすることを目的
とした．
　日本の13施設で単胎児を出産し，母児共に重篤な異常がなく，研究参加に同意が得られた褥婦を対
象に，前向きコホート調査を実施した．研究者らの所属大学及び研究協力施設の倫理審査委員会の承
認を得て開始した．
　産後入院中と産後１か月時の計２回，産褥期における母親役割の自信尺度と母親であることの満足
感尺度，産後の蓄積疲労尺度，日本語版エジンバラ産後うつ病自己評価票，背景要因に関する項目を
含む質問紙調査を行った．有効回答が得られた1,517名の初産の褥婦を分析対象とし，産後１か月時
の母親であることの満足感得点の高低を従属変数とした二項ロジスティック回帰分析を行った．
　産後１か月における母親役割満足感に関連する要因は，評価的サポートに満足していること，出産
体験に満足していること，母親役割の自信が高いことであった．産後の抑うつ傾向が有る，疲労が強
い，赤ちゃん中心の生活への変化を困難だと感じている場合，母親役割の満足感が低いことが示され
た．
　産後の生活をイメージできるように出生前教育を行うこと，産後の抑うつ傾向を早期にアセスメン
トし，疲労蓄積を予防するためのサポート活用を促すこと，母親役割への移行を促す看護が必要であ
ろう．
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Ⅰ．緒　　　言
　出産後の母親は，わが子との相互作用を通して
母親役割の自信を獲得していく過程にあり１），そ
の経験は母親としての自己肯定感や喜びにつなが
る２）, ３）．子どもの世話に習熟することと同時に，
母親としての満足感が得られることも母親役割獲
得の重要な要素である．４）

　Salonenら５）の研究によると，フィンランドの
母親は，産後入院中から産後６～８週にかけて，
親役割の自己効力感と満足感が有意に高まったと
報告されている．一方，森ら６）の研究結果では，
日本の初産婦は，産後入院中から産後１か月にか
けて，母親役割の自信は高まったが，母親である
ことの満足感は有意に低下した．また，この母親
であることの満足感の低下は，経産婦には認めら
れなかった．母子ともに異常がなく出産施設を退
院し，家庭で初めての育児に取り組み始めた時に，
母親役割に満足感が得られない人がいるとすれば，
その要因を明らかにし，産褥期の看護を再考する
必要があると考える．しかし，日本において，産
後１か月時に母親役割満足感が低い初産の褥婦の
実態やその影響要因を明らかにした研究はほとん
どない．

　母親役割満足感は，母親であることの満足感
１）, ２），gratification	 in	the	maternal	role ４）， ７），	
parenting	satisfaction ３），５），８），９）などの概念で
先行研究が行われている．母親役割満足感に関連
する要因として，年齢４），７），母親役割の自己評
価７），夫との関係７），疲労９），うつ症状８），親の
生活における児の中心性（infant	centrality）８），
退院にあたっての母親の心理状態８），親としての
自己効力感３）等が示されているが，これらの知
見は初経別や産後の時期，社会文化的背景の違い
を考慮して解釈する必要がある．
　そこで本研究は，日本の初産婦を対象に，産後
１か月における母親役割満足感に関連する要因を
明らかにすることを目的とした．

Ⅱ．研 究 方 法
１．用語の操作的定義
　母親役割満足感は，母親役割の経験における自
己肯定感，喜びや楽しみと定義し，母親であるこ
との満足感尺度２）で測定されるものとする．
２．対象と調査方法
　本研究は，産後入院中から産後６か月までの褥
婦の身体的心理社会的健康状態を明らかにするた

Abstract
PURPOSE:
　The	purpose	was	 to	 determine	 the	 factors	 contributing	 to	maternal	 satisfaction	 among	
primiparae	at	1	month	postpartum.
METHODS:
　Following	ethical	approval,	mothers	who	delivered	live	singleton	infants	at	13	hospitals	in	Japan	
were	recruited	during	their	postpartum	hospital	stay	 for	a	prospective	cohort	survey.	We	used	
data	on	1,517	primiparae	who	completed	a	questionnaires	both	at	one	day	before	discharge	and	
at	1	month	postpartum.	The	questionnaires	 included	the	Postpartum	Maternal	Satisfaction	Scale	
(PMSS),	 the	Postpartum	Maternal	Confidence	Scale	 (PMCS),	 the	Postnatal	Accumulated	Fatigue	
Scale	 (PAFS),	 the	 Japanese	version	of	 the	Edinburgh	Postnatal	Depression	Scale	 (EPDS),	 and	
questions	assessing	background	factors.	Research	nurses	at	each	hospital	obtained	vital	records	
data.	The	data	were	analyzed	using	stepwise	logistic	regression.	A	two-category	outcome	variable	
gauged	whether	a	mother	scored	high	or	low	on	maternal	satisfaction.	
RESULTS:
　Satisfaction	with	appraisal	 support,	 satisfaction	with	 the	birth	experience,	and	scoring	higher	
on	 the	PMCS	 increased	the	odds	of	maternal	satisfaction.	Feeling	 that	 transitioning	to	a	baby-
centered	lifestyle	was	difficult,	postpartum	depression	tendency,	and	scoring	higher	on	the	PAFS	
were	related	to	low	maternal	satisfaction	at	1	month	postpartum.	
CONCLUSION:
　The	results	suggest	additional	anticipatory	guidance	about	postpartum	parenting	life	should	be	
provided	to	primiparae	during	pregnancy.	Nurses	should	facilitate	access	to	supportive	resources	
for	mothers	to	prevent	accumulation	of	fatigue,	provide	early	assessment	of	depression	symptoms,	
and	promote	the	transition	to	motherhood	during	the	postpartum	period.

Key Words：mothers,	postpartum,	primiparae,	satisfaction
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めに実施した前向きコホート調査６）のー部であ
る．研究施設は，関東及び関西地方の周産期母子
医療センター５施設，周産期母子医療センターで
はない総合病院・大学病院５施設，産科病院３施
設の計13施設であった．全施設で母子同室が行わ
れており，退院後の褥婦が利用できる電話相談や
外来での乳房ケアが実施されている．
　対象選定基準は，①単胎児を出産した褥婦，②
母児共に重篤な健康問題がなく，本調査に耐えう
る者，③出産時年齢が満16歳以上，④日本語での
コミュニケーションが可能であることである．研
究協力施設の看護管理者または看護職者が対象選
定基準を満たす褥婦を抽出し，経膣分娩では産後
０～２日目，帝王切開では術後２～４日目に本研
究を紹介し，詳細説明を受けることに承諾した者
を候補者とした．研究者又はリサーチナースが文
書と口頭で研究参加について説明し，同意書が得
られた者を研究参加者とした．
　産後入院中（退院前日）と産後１か月時に自記
式質問紙調査を行い，産後入院中は回収箱で，産
後１か月時は郵送法で回収した．データ収集期間
は2012年５月～2013年６月であった．
　産後入院中と産後１か月時の２回とも回答が回
収できた者のうち，研究参加同意後に褥婦又は新
生児に重篤な健康問題が発見されたケースや無効
回答が多いもの等を除外し，初産婦1,517名を本
研究の分析対象とした．
３．調査内容
１）背景及び産後１か月の生活状況
①背景
　対象者の背景は，年齢，婚姻状況，経済的不安
の有無，希望していた妊娠か否か，不妊治療の有
無等を尋ねた．出産体験の満足度は４件法で回答
を求め，「とても満足」と「満足していない（や
や満足・やや不満・とても不満）」の２つに区分
した．
　分娩様式，妊娠合併症または妊娠経過の異常，
児の出生体重，児の新生児集中治療室（NICU）
入院加療の有無等の医学的情報は，研究施設の看
護管理者の監督の下に研究者又はリサーチナース
が診療録より収集した．
②産後１か月の生活状況
　退院後の帰宅先，退院後に褥婦及び児が病気で
通院・治療したか否か，産後１か月時の授乳方法
等を尋ねた．褥婦の夜間睡眠の充足度は４件法で
回答を求め，「十分（とても十分，まあ十分）」と

「不十分（やや不十分，とても不十分）」の２つに
区分した．

また，「赤ちゃん中心の生活に変えることは大変
だ」，「夫との役割分担の話し合いが十分ではな
い」について４件法で回答を求め，「そう思う

（とてもそう思う，少しそう思う）」と「そう思わ
ない（そう思わない，あまりそう思わない）」の
２つに区分した．
　産後１か月時の家事・育児の手段的サポート，
育児に関する情報的サポート，頑張りを認めてく
れる評価的サポート，愚痴や悩みを聞いてくれる
情緒的サポートは，それぞれの満足度を４件法で
回答を求め，「とても満足」と「満足していない

（やや満足・やや不満・とても不満）」の２つに区
分した．
２）産後１か月時の母親役割満足感
　母親であることの満足感尺度２）で測定した．

「相互作用の楽しみ」，「母としての自己肯定感」
の２下位尺度，計９項目で構成され，９～36点の
範囲である．得点が高いほど母親役割の満足感が
高いことを示す．妥当性・信頼性は確認されてお
り２），本研究におけるCronbachのα係数は0.86で
あった．
３）産後１か月時の母親役割の自信
　母親役割の自信尺度２）で測定した．「知識・技
術の自信」，「合図のよみとり」，「要求への応答」，

「自分とわが子に合ったやり方の確立」の４下位
尺度，計20項目で構成され，得点が高いほど母親
役割の自信が高いことを示す．妥当性・信頼性は
確認されており２），本研究におけるCronbachの
α係数は0.91であった．
４）産後１か月時の産後の蓄積疲労
　疲労蓄積度自己診断チェックリストを参考に作
成された産後の蓄積疲労尺度10）で測定した．自
覚症状を尋ねる13項目で構成され，回答形式は３
件法である．合計得点が高いほど疲労感が強いこ
とを示す．妥当性・信頼性は確認されており，本
研究におけるCronbachのα係数は0.87であった．
５）産後１か月時の抑うつ傾向
　日本語版エジンバラ産後うつ病自己評価票	

（EPDS）11）を用いた．産後の母親の抑うつ傾向
を測定する尺度であり，10項目で構成され，回答
形式は０～３点の４件法である．産褥期の身体的
変化を反映させないように身体症状の項目は含ま
れていない．妥当性・信頼性は確認されており11），
合計得点が９点以上は抑うつ傾向が高いとする．
４．分析方法
　母親であることの満足感尺度は全般的に高得点
に分布し２），先行研究６）のデータによると，初
産婦の産後１か月時の25%タイル値は28点である．

千葉大学大学院看護学研究科紀要　第38号

－23－



本研究では，28点以上を母親役割満足感が「高」，
27点以下を「低」と区分した．
　背景及び産後１か月の生活状況に関する項目，
産後の蓄積疲労得点，抑うつ傾向，母親役割の自
信得点と，産後１か月時の母親であることの満足
感の高低との関連を単変量解析により検討した．
次に，母親であることの満足感の高低を従属変数，
年齢と分娩様式を制御変数，その他に単変量解析
で有意な関連が認められた要因を独立変数とした
二項ロジスティック回帰分析（変数増加法）を
行った．独立変数間に多重共線性が起きていない
か を 相 関 係 数 で 確 認 し た． 統 計 ソ フ トSPSS	
Statistics	ver.21を使用し，有意水準を５%として
解析した．
４．倫理的配慮
　千葉大学大学院看護学研究科倫理審査委員会

（承認番号23-71,	23-78）及び研究協力施設の倫理
審査委員会の承認を得て実施した．研究者または
リサーチナースが候補者に本研究の趣旨と方法，
自由参加の権利，個人情報とプライバシーの保護，
参加の有無は通常の診療・看護に影響しないこと，
データの保護等の倫理的配慮について文書と口頭
で説明し，同意書に署名が得られた者を研究参加
者とした．質問紙は無記名とし，データは研究
ID番号で識別した．

Ⅲ．結　　　果
１．対象者の背景
　分析対象者の年齢は平均32.0歳（範囲17～48
歳）であった．1,517名のうち，97.3%が既婚，三
世代家族は109名（7.2%）であった．分娩様式は，
経膣分娩85.4%，選択的帝王切開5.9%，緊急帝王
切開8.7%であった．産後入院日数は平均5.2日で
あった．
　産後１か月時の母親であることの満足感得点は，
平均30.4（SD	4.3）点であり，「高」に区分され
たのは1,150名（75.8%），「低」は367名（24.2%）
であった．
２	．産後１か月における母親役割満足感に関連す

る要因
１）単変量解析の結果
　産後１か月時の母親であることの満足感の高低
と各要因との関連について，単変量解析を行った
結果を表１に示す．
　婚姻状況，希望していた妊娠か否か，不妊治療
の有無，何らかの妊娠合併症または妊娠経過の異
常の有無，分娩様式，低体重児か否か，児の
NICU入院加療の有無，退院後の帰宅先，退院後

の褥婦の通院・治療の有無，退院後の児の通院・
治療の有無は，産後１か月時の母親であることの
満足感との間に有意な関連は認められなかった．
　経済的不安が有る，出産体験に満足していない，
産後１か月時に混合栄養または人工栄養である者
は，それぞれ，そうでない者よりも母親であるこ
との満足感が「低」の割合が有意に高かった．夜
間の睡眠が不十分である，赤ちゃん中心の生活に
変えることは大変だ，夫との役割分担の話し合い
が十分でないと回答した者は，それぞれ，そうで
ない者よりも母親であることの満足感が「低」の
割合が有意に高かった．また，手段的，情報的，
評価的，情緒的サポートのそれぞれに満足してい
ない者は，とても満足している者よりも母親であ
ることの満足感が「低」の割合が有意に高かった．
　産後１か月時の母親であることの満足感が

「低」である者は，「高」である者と比べて，産後
の蓄積疲労得点が有意に高く，母親役割の自信得
点が有意に低かった．EPDS得点が９点以上の者
は，９点未満の者よりも，母親であることの満足
感が「低」の割合が有意に高かった．
２）多変量解析の結果
　産後１か月時の母親であることの満足感の高低
を従属変数，年齢と分娩様式を制御変数，その他
に単変量解析で有意な関連が認められた要因を独
立変数とした二項ロジスティック回帰分析の結果
を表２に示す．
　産後１か月時の母親であることの満足感は，評
価的サポートにとても満足していること，出産体
験にとても満足していること，母親役割の自信が
高いことと有意な正の関連を示した．抑うつ傾向
が有ること，赤ちゃん中心の生活への変化が困難
だと感じていること，疲労が強いことは，母親で
あることの満足感と有意な負の関連を示した．

Ⅳ．考　　　察
　本研究対象者の多くは，産後１か月時において
母親であることの満足感が高かった．一方で，母
子ともに正常な経過をたどっていても母親役割に
満足感が十分得られていないとみられる褥婦も存
在していた．本研究の結果，初産婦の産後１か月
時における母親役割満足感の低さに影響する要因
と母親役割満足感を高める要因が明らかになった
ので，これらの要因と看護への示唆について考察
する．
１．母親役割満足感の低さに影響する要因
　本研究の結果，赤ちゃん中心の生活に変えるこ
とが困難だと感じている人は，産後１か月時の母
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表１　産後１か月時の母親であることの満足感に関連する要因：単変量解析の結果
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親役割満足感が低いことが示された．森ら６）の
研究によると，母親役割満足感は，初産婦では産
後入院中から産後１か月時にかけて低下したが，
経産婦では変化しなかったと報告されている．初
産婦にとっては，出産施設を退院した後，家庭で
育児の大変さを実感する時期であり，見聞きした
イメージと実際とのギャップが生じる12）ことか
ら母親役割満足感が低下したと考えられる．産後
３～４か月の初産の母親を対象に，妊娠中のイ
メージと産後の生活とのギャップについて調べた
先行研究はいくつかある．Harwoodら13）は，赤
ちゃんとの世話について妊娠中に楽観的な見通し

をもち，それが現実と不一致だった場合，母親の
心理的適応に悪影響を及ぼすことを明らかにして
いる．また中垣ら14）は，妊娠中に産後の育児に
関して夫婦間で相談・準備をしたものは，産後の
母親役割の肯定的受容が高かったと報告している．
母親役割獲得を促す看護介入に関する文献レ
ビュー15）によると，妊娠期に母親役割への準備
を行うことは，産褥期における母親の適応や児へ
の応答性と保護性を促進することが明らかになっ
ている．中でも，新生児の行動特徴や能力につい
ての情報提供が有効であると示されている．今後
の看護において，妊娠中から新生児の睡眠・覚醒

表２　母親であることの満足感に関連する要因：二項ロジスティック回帰分析の結果
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リズムや生理的行動特徴を知り赤ちゃん中心の生
活をイメージするためのプログラムを取り入れる
など出生前教育の内容を拡充することや，産後入
院中には退院後の生活を現実的に見通して準備す
ることを促す個別指導が必要になるだろう．
　また，多変量解析の結果，疲労と産後の抑うつ
傾向は，それぞれ独立に母親役割満足感が低いこ
とに関連していた．Dunningら９）は，０～６歳
児をもつ母親を対象とした研究で，産後うつ症状
の影響を調整した上で，疲労は育児ストレスを増
大させ，直接的に親役割の満足感を低下させる要
因であることを明らかにしている．出産後から始
まる新生児の世話は24時間断続的であり，睡眠の
分断や疲労をもたらす．10）出産施設を退院する
前に，疲労の蓄積を予防するための生活上の工夫
について情報提供することや産後のサポート体制
の調整を行うことも有用であろう．日常生活上の
身体的な負担感は，産後の抑うつ傾向のリスク要
因でもある．16）Salonenら８）の産褥早期の研究で
も，産後うつ症状は母親の親役割の満足感に関連
する要因であった．産褥早期に母親の抑うつ傾向
のスクリーニングを行い，継続的なケアにつなげ
ることが求められる．
　森ら６）によると，高年初産婦は，34歳以下初
産婦よりも，産後１か月時における母親であるこ
との満足感が低いと報告されている．一方，本研
究の多変量解析の結果では，年齢は母親役割満足
感の有意な関連要因ではなかった．高年初産婦は，
妊娠・分娩のハイリスクであり，産後の疲労や体
力不足，退院後のサポート不足などの不安をもつ
ことや，子育てへの期待や責任感が強い17）とい
う特徴があると言われている．森ら６）の研究では，
このような高年初産婦に特徴的な背景要因の影響
が，母親役割満足感が低いという結果に表れたと
考えられる．
２．母親役割満足感を高める要因
　産後１か月時において，母親役割の自信が高い
ほど母親役割満足感が高いという関連は，先行研
究の知見３）,18）と一致している．一般に，出産施
設を退院後から産後１か月頃までの看護として，
母乳哺育及び授乳の援助や育児相談等が行われて
いる．その目的・目標は育児技術の習得にとどま
らず，母親役割に自信がもてることや母親役割満
足感を高めることである．多変量解析の結果では，
産後１か月時の授乳方法が母乳のみか否かは母親
役割満足感の有意な関連要因ではなかった．産後
１か月時には，母乳栄養が確立しているか否かと
いうよりも，母親が希望する方法で授乳が軌道に

乗るように支援することが，母親としての満足感
を高める上では重要であると考えられる．
　多変量解析の結果，ソーシャルサポートの中で
も評価的サポートが,母親役割満足感を高める要
因であることが示された．鵜山ら19）は，産後１
か月の母親が必要としているソーシャルサポート
として，自分の考えていることや感じている思い
を認め，自分が選択した育児技術や育児方法を認
めてほしいという自分への理解が最も重要である
と述べている．産後１か月頃までの母親は，試行
錯誤しながら自分とわが子に合ったやり方を確立
していく過程にある．１）頑張っていることを承
認することや褒めることは，母親役割獲得過程を
支える看護として重要であると示唆された．また，
大変な時に，夫が気づかいや感謝を伝えてくれた
り，自信がもてない時に，それでよいと承認して
もらうことは，母親にとっての精神的な支えとな
る20）ことも報告されている．多変量解析の結果
では，夫との役割分担についての話し合いが十分
であるかは，産後１か月時の母親役割満足感に有
意な関連は示されなかったが，これは，本研究対
象者の55.5％が里帰り等により自宅外で過ごして
いたためかもしれない．母親にとっての評価的サ
ポートの重要性を，夫や家族に伝えることも有用
であろう．
　豊かな出産体験をした女性は，産後の母親役割
に対して肯定的に捉えられるようになる21）と言
われている．本研究では経膣分娩，選択的帝王切
開，緊急帝王切開の場合を考慮して多変量解析を
行った結果，分娩様式にかかわらず，出産体験に
とても満足していると母親であることの満足感が
高いことが示された．産婦の希望に反して帝王切
開の適応となった場合でも，母親自身が出産体験
を肯定的に捉えられるような看護が重要であろう．
看護職者は，出産体験が母親役割獲得に影響を及
ぼす可能性を認識して分娩期の看護を実践すると
ともに，出産体験の振り返りを行う際には慎重を
期すべきである．また，何らかの妊娠合併症や妊
娠経過の異常，低出生体重児，児のNICU入院加
療は，産後１か月時の母親役割満足感と有意な関
連は認められなかった．森ら６）の研究結果では，
妊娠合併症や妊娠経過の異常は，産後入院中の母
親役割の自信と満足感に否定的な影響を及ぼすこ
とが示唆されている．しかし，本研究対象者は母
児ともに問題なく通常の産後入院期間を経て退院
していること，児に重篤な異常があったケースは
含まれていないことから，産後１か月時には，妊
娠・分娩・新生児の医学的リスク要因の影響が表
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れなかったと考えられる．産褥期にも継続して健
康管理が必要な合併症をもつ母親やハイリスク児
をもつ母親の経験については，別の研究課題とし
て取り組む必要がある．
３．本研究の限界と今後の課題
　本研究対象者は，便宜的に抽出された都市部の
病院で出産した日本人であり，90%以上が既婚，
核家族であった．また，平均年齢は，日本の初産
平均年齢30.6歳（平成26年）22）と比べてやや高
かった．標本抽出の偏りは本研究の限界であるが，
多変量解析に十分なサンプルサイズが得られ，母
親役割満足感の関連要因を明らかにできたことは
意義がある．母親役割満足感を高める看護を検討
することが今後の課題である．

Ⅴ．結　　　論
　初産婦1,517名を対象に，産後入院中と産後１
か月時に質問紙調査を行った．多変量解析の結果，
産後１か月時の母親役割満足感が高いことに関連
する要因は，評価的サポートに満足していること，
出産体験にとても満足していること，母親役割の
自信が高いことであった．抑うつ傾向が有る，疲
労が強い，赤ちゃん中心の生活への変化が困難だ
と感じている場合，母親役割満足感が低いことが
示された．産後の生活をイメージできるように出
生前教育を行うこと，産後の抑うつ傾向を早期に
アセスメントし，疲労蓄積を予防するためのサ
ポート活用を促すことや，母親役割への移行を促
す看護が必要であろう．
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